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                               abstract 

 This paper argues the possibility of Business Model concerning Open Source Software(OSS). To reach this 
purpose, the authors investigate the history of OSS and present situation featuring OSI(Open Source 
Initiative) and OSD(Open Source Definition). By focusing on OSS community, the authors propose the two 
dimensional axis such as Member Properties-Axis and Profitable Actor-Axis. Adopting and crossing this 
two dimensional axis, OSS community is categorized to 4(four) types of OSS communities such as Profit, 
Centered-Open Community(PC-OC) type, Profit Diverged-Open Community(PD-OC) type, Profit Centered-
Closed Community(PC-CC) type and Profit Diverged-Closed Community(PD-CC) type. 
The authors point out that Raymond express Business Models related with OSS as just only Profit Models 

in his paper, "Magic Cauldron" (1999). The authors insist on Business Model to be structured by three layers 
such as Strategic Model, Operation Model and Profit Model. In addition, Strategic Model, Operation Model 
and Profit Model should have each contexts as pre-condition to be realized. 
As Case Studies, the authors perform the Business Model Analysis based on this 4(four) types of OSS 

Communities as follows. 
PC-OC type: Netscape Communications'mozilla(MPL: Mozilla Public License) 
PD-OC type: RedHat Linux(GPL: General Public License) 
PC-CC type: Apple OS X Server(APSL: Apple Source Public License) 
PD-CC type: Sun Microsystems' Java and Jini(SCSL: Sun Community Source License) 
Finally, the authors describe the possibility of "Profit Diverged-Open Community(PD-OC) type" Business 

through Linux-related -Business Cases. Currently, "Open Community -Profit Diverged type" OSS 
Community seems to make success as generating businesses.
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1は じめ に

1998年 よ り、オーフ.ンソースという言葉が ソフ トウェア業界のみならず、 ビジネスの場でよく

聞かれるようになった。オープンソースはソフ トウェア工学の常識 をくつがえす革命であるとい

う人も出てきた。 しか しなが ら今の所、その機構 はよくわかっていない というのが正直な所であ

ろう。本稿 は、オープンソースの発展のメカニズムその ものについてを論 じるものではない。本

稿は、 ビジネスの場にオープンソースがどの ような影響 をおよぼしてい るのか、オープンソース

ソフトウェアを核 とした新 しい事業として どのような ものを考えられるのかを論 じる枠組みを提

示する。そのために、本稿ではまず、インターネ ットを活用 したソフ トウェアの共同開発のコミ

ュニテ ィの形態 について検討する。そして、その検討 をふまえてOSSを 核 としたビジネスモデル

はどのようなものとなるかを議論する。

本稿 は、以下のような論点で構成される。
・オープンソース ・ソフ トウェア(OSS)の 経緯 と現状 を整理する。

・OSSコ ミュニティをメンバーの特性 と利益享受をする主体 との二つの軸で分類 を行 う。

・各分類に関連 したOSS事 例のビジネスモデル分析 を行 う。

・ 「オープンソースコミュニティ ・利益分散」型のOSSを 核 としたビジネスの可能性 をLinuxの 事

例を通 じて検討する。

2オ ープンソース ・ソフ トウ ェア(OSS}と は何 か

OSSと は、プログラムの中身(ソ ースコー ド)を 公開するソフ トウェアである。 さらに、そ

のソースを第三者が 自由に参照 し、変更 し、 さらに配布することがで きる。通常のソフ トウェア

は、ソースコー ドの公開は行わずに、機械語 に翻訳 された(コ ンパイル)さ れた実行可能なバイ

ナリーコー ドだけが配布 される。ソースコー ドの公開 をすることで、 さまざまな人たちが ソース

コー ドを共有 し、その改訂に協力 しあうことがで きる ようになる。通常 は開発元だけが保持する

秘密をな くすことが問題点の所在やその解決策を探 りやす くすることがで きる し、それが結果 と

してすべての人のためになるという考え方が根底にある。

ウェブサーバOSSと して有名なApacheを 最初 に開発 したBrianBehlendorf(1999)は 、OSSの 特性を

以下のように述べている。

・オープンソースによる共同分散開発は、昔からネッ トワーク分野やオペ レーションシステムの

分野でより多 く行われてきた。

・歴史的に見て、オープンソースは段階的に実装可能な分野で成功することが多かった。そのよ

うな分野は、フロントエ ンド(ク ライアン トPC)よ りもバ ックエン ドシステム(サ ーバ)関 連の

分野であることが多い。

・OSSに は、プログラマが商用 ソフ トウェアやサービスの開発中に直面 した問題の解決手段 とし

て自ら作成 したものが多い。したがって、他 プログラマたちが主な利用者であることが多い。

・オープンソースとしてのエンドユーザ ・アプリケーションはうまくいっていない。

オープンソースとい う言葉は、90年 代に生まれた新 しいものであるが、 ソース コー ドを公開 し

て、誰で も参照、変更可能な様 に配布することはその言葉の誕生以前か ら存在する。古 くは1960
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年代に、パブリック ドメイン ・ソフ トウェアと呼ばれたメインフレーム上で稼動するソフトウェ

アが多数存在 した。これは、実行可能なバイナリーコー ド、さらにソース コー ドを磁気テープな

どで、主に大学等の研究機関が配布するものである。現在、オープンソース と呼ばれるときに、

その配布方法 はインターネットによるコンピュータ間通信で行 われる場合がほとんどであ り、こ

の差異は非常 に大 きいものと考えられる。なぜなら、インターネットによる配布は、開発への参

加者の範囲を飛躍的に広げたか らである。

30SSコ ミュニテ ィ特性 とOSSの 形態

本稿 では、 まず最初 にOSSを と りま くコミュニ ティの形態 を二 つの軸か ら論 じる。 一つ の軸 は

コ ミュニ テ ィが ク ローズ か オ ー プ ンか を示 す メ ンバ ー シ ップ特 性 軸 であ る。 もう一 つ の軸 は、

OSSに よ る利 益が集 中す るか分散 す るか を示 す利益 享受軸 で ある。 この二つ の軸 を交差 させ る こ

とに よ り、以 下の よ うな四種類 のOSSコ ミュニテ ィの形態 を考 えるこ とが で きる。

利益分 散 オー プンコ ミュニ テイ伽fitDiverged-OpenCo㎜uni砂:PD-OC)型 、

利益分 散 ・ク ローズ ドコミュニ テイ(ProfitDiverged-ClosedCo㎜unity:PD-CC)型

利 益 集 中 ・ク ローズ ドコ ミュニ テイ(Pro行tCentered-ClosedCo㎜mi取:PD-CC)型 、

利益 集 中 ・オー プンコ ミュニテ イ(Pro鉦Centered-OpenCommunity:PD-OC)型

メンバーシップ特性軸は、 コミュニティのメンバーが クローズ ドコミュニティ、あるいはオー

プンコミュニティにどちらに属 しているか分類する。「クローズ ドコミュニティ」 とは、参加資格

条件 を規定 し、コミュニティへの参加者 を常 に登録 を行い、囲い込みを行 う共同体である。その

ためにクローズ ドコミュニティでは、限定されたメンバー問のみでのインタラクションと知識共

有がなされる。また、「オープンコミュニティ」 とは参加資格が穏やかであ り、匿名による参加で

もかまわない。 しか しながら、コミュニティへの貢献 を明示的 または暗示的に要求 される。参加

と離脱 はいつでもで きる。参加は基本的に無償である。オープンコミュニティでは、まさにオー

プンなメンバー間でのインタラクションと知識共有がなされる。 もちろん、何の貢献 もせずにそ

の果実(こ の場合 はOSS)だ けを得 ようとするただ乗 りの参加者 も多い。いずれにせ よ、参加者

の数が多ければ、そのコミュニティは数の力で影響力(パ ワー)を 持つことになる。

図3-1ク ロ ーズ ドコミュニテ ィとオープン コミュニ テ ィ
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利益享 受軸 は、OSSに よる利益 が集 中す るか分散 するか を分類 す る。 「利益 分散」 とは 、オ リジナ

ル ・ソー スの提供者 だ けでな く、・その他 のオー プ ンソース提供者 も金銭 的利益 を得 る こ とを意味

している。 また、「利益 集中」 とは、 オ リジナルソース提供者 が金銭 的利益 をほぼ独 占す る こ とを

意味 している。

これ らの四分類 され たOSSコ ミ ュニテ ィに よ く一致 す るオー プ ンソース事例 を、以 下 の ように

あげ うる。

利益 分散 ・オー プンコ ミュニテ ィ(PD-OC)型 事 例:Linux

.利益 分散 ・ク ローズ ドコミュニテ ィ(PD-CC)型 事 例:SunMicrosyst6msJava,Jini

利 益 集 中 ・ク ローズ ドコミュニテ ィ(PC-CC)型 事 例:AppleOSXServer

利 益 集 中 ・オー プンコ ミュニテ ィ(PC-OC)型 事 例:mozilla

以上の4つ のOSS事 例 について、次節で簡単に紹介する。

図3-20SSコ ミュニティの四分類(想 定)

3.1Evangelist発 議 型OSS事=Linux

Linuxは 、1991年 当 時ヘ ルシ ンキ大学 学生 であ ったHnusTorvalds個 人 に タ り、』PC上 で 稼動可 能

なUnixラ イ クなオペ レーテ ィングシステ ム(OS)の た めの カーネル と して最初 に開発 され た。彼

は このOSの 存 在 をイ ンターネ ッ ト ・ニ ュース グルー プ に投稿 した。ニ ュース グルー プの会員 が、

彼 にLinuxを ダ ウンロー ド可能 にす るためにヘル シンキ大 学内 サーバの空 き空商 を提供 した こ とか

らイン ター ネ ッ トを利用 した共 同 開発 が始 まった。以 降、1万 人以上 の世界 中の プログ ラマ と.ヘビ

ーユ ーザが参 加す るニ ュース グルー プを通 じた共 同開発 に至 った
。 これ には、Microso丘 に対す る
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プロ グラマ の反発心 も加 担 してい る といわ れてい る。1998年 以 降、PC、 そ してソ フ トウェ アベ ン

ダーが相次 い で プラ ッ トフ ォー ム(OS)と してのLinuxの 採 用 を表明 してい る。 さ らに、 ベ ンダ

ー数社 がモ ジュール構 成設定済 みの商用Linuxの 販 売 を行 ってい る
。RedHat社 は1994年 よ り、Red

HatLinuxを 販 売 し、 出荷 台数 は100万 本 を超 え てい る。 もちろん、無償 で イ ンターネ ッ トで ダウ

ンロ ー ドす る こ と もで きる。RedHatLinux(価 格 はサ ポー ト付 きで79.95ド ル 、サ ポ ー トな しで

39.95ド ル 〉は、北米 で商 用Linuxシ ェ アの50%以 上 を占め ている。

利益 分散 ・オー プ ンコ ミュニテ ィ(PD-OC)型 の この事 例 は、個人 と してのス ーパ ープ ログ ラマ

(Hacker)の 発 議 によって、その発展 の方向付 けが な されてい るこ とか ら、Evangelist発 議 型 とも呼

びうる。

図3.1Linux=オ ー プ ンコ ミュニテ ィ利益分散(Evangelist発 議 型)

Linux(GPL)

LinusTorvalds個 人 が 学 生 時代

に 開発 したKemelを 中心 と し

たPC上 で稼 動 す るUnixラ イ

クOS(1991一)

・ボ ラ ン テ ィア で 毎 週 更 新

・一 万 人 以 上 が参 加 す るNews

Groupを 通 じた 開発

・Microsoftに 対 す る反 発

・PC ,So伽areVendorが 相 次

い で採 用(1998一)

。商 用 版Linuxの 乱 立 の 恐 れ
(出 所:http二 〃 ㎜.dehx.de/Llnu}》mp〆torv田 一ds.h㎞l

http=/ノw瞞.c5.h∈}lsinki.f土 〆～廿⊃rva⊥d5〆)

3.2Platform従 属 型OSS事 例:Java,Jini

l999年2月 か ら、SunMicrosystemsの ウ ェブサ イ ト上で ラ ンセ ンシー登録 を行 い、Javaソ ー ス コー

ドをダウ ンロ ー ドで きる ようにな った。 これ はオー フ.ンソースで あ り、Javaを 利 用 したプ ログラ

ムの開発 が可能 であ る。Java、Jiniを 利 用す るこ とによ り。 ウェブブ ラウザ利用 、 ネ ッ トワ ーク家

電 な どに よる分散 オブ ジェ ク ト環境 を稼動 マ シ ンの機 種 を意識せ ず に開発 し、実現 す るこ とが で

きる 。 しか しな が ら、 バ イ ナ リー コー ド製 品 の有 償 提 供 、 ま た は無 償 配 布 す る と き にSun

Microsystems社 に製 品価格 の10%ま た は年 間25万 ドルのロ ゴライセ ンス の ロイヤ リテ ィを支払 う

義務が生 じる。 また、製品 として出荷す る と きには、Sunと ラ イセ ンシー との 間でサポ ー ト契約 を

結 び、JCK(JavaCompatibilityKit)を 入 手 し、JavaPlatfo㎜ との互i換性 を証明す る必 要が ある。 この
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ライセ ンス は、SCSL(SunCo㎜uni卵o肛ceLicense)と 呼 ばれてい る。 この契約 によって、Javaコ

ー ヒー カ ップ ロゴや
、Jiniラ ン プロゴを取得 し、 出荷製 品 のパ ッケー ジに記載 す るこ とがで きる。

この事例 は、利益 分散 ・クローズ ドコ ミュニ テ ィ(PD-CC)型 と位 置づ け られ る。 この事例 で は、

利 用者 はJava,Jiniを 用 いた製 品 を販売す るこ とが で きるが、常 にSunが 定 義す る仕 様(Platfo㎜)

に基 づ くJavaVMの 存 在 によってその製 品は稼働 しえ るこ とか ら、Platfo㎜ 従 属 型 と も呼び うる。

図32JAVA=ク ロ ーズ ドコ ミュニテ ィ利益分 散(Platfrom従 属 型)

Java(SCSL)

・Sunの ウ ェ ブ サ イ トで ラ イ セ ン シ ー登 録

を行 い 、Javaソ ー ス コー ドを ダ ウ ンロ ー ド、

変 更 可 能(1999.2一)
・バ イ ナ リ コー ド製 品 ま た は 無 償 配 布 す

る時 に ロ イ ヤ リ テ ィ支 払 義 務

・製 品 とす る 時 にSunと の 間 で の サ ポ ー ト

契 約 を結 び 、JCK(JavaCompatibilityKit)

を入 手 、JavaPlat鉛 ㎜ との互 換 性 を証 明 す

る こ とが あ る

(出 所:http=〃 ㎜.sm.oo蝉 ゴava〆)

3.3Vendor従 属 型OSS事 例AppleOSXServer

1999年4月 よ り、Apple社 は次期MacOSXServerの カ ー ネルであ るMachマ イ ク ロカーネル とOS

機 能 の一部 分(AppleTalkネ ッ トワー ク ・フ ァイル ・シス テム、HFSフ ァ イル シス テム、デ ィレク

トリ ・サ ー ビス ・ソ フ トウェア、BSDUNIXイ ン ター フェイス、Apacheウ ェ ブサ ーバ)の ソース

コー ドをAppleの ウ ェブ上 で公 開 し、 ダウ ンロー ドを可能 と した。 グラ フィカル ・ユーザ ー ・イ ン

ター フェース な どの部分 は オープ ンソースか ら除外 され てい る。 オー プ ンソースの部分 につ いて

は、参照 と変更 が可能で ある。 しか しなが ら、 その変更部 分 につ いては、Apple社 に 通知 しなけれ

ば な らない。 また、Apple社 は知 的所 有権 侵害 の申 し立 てが起 きた と きに、裁判所 または政府 に よ

っ て解 決 され る まで 該 当 す る ラ イセ ン ス を停 止 させ る こ とが で きる 。 この ラ イ セ ンス は、

APSL(ApplePublicSourceLicense)と 呼 ばれてい る。 また、AppleはOSXServerの 全 機 能がバ イナ リ

ー コー ドで提供 され る有償 販売(ラ イセ ンス価 格499ド ル)も 併せ て行 う
。

この事 例 は、利益 集 中 ・クローズ ドコ ミュニテ ィ(PC-CC)型 に位 置づ け られる ものだが 、常 に

Apple(Vendor)が オ ープ ンソースの変更 部分 を管理 して お り、 さ らに稼働機種 としてApple社 製

品 を利用せ ざる を得 ないこ とか ら、Vendor従 属 型 とも呼 び うる。
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図3.3AppleOSX:ク ロ ーズ ドコ ミュニテ ィ利益集 中(Evangelist従 属 型)

AppleOSX(APSL)

・Appleが 次期MacOSXサ ーバ ーの

ソース コー ドの一部 を ウェブで公 開

し、 ダウンロー ド可能(1999.4一)

・Appleが 知 的所 有権 の侵 害 を申 し立

てた時 に、裁判所 または政府 に よっ

て解 決 され るまで該当す る ライセ ン

ス を停 止 させ る ことが で きる。

(出 所:h晦 ・/ん珊.陣1i… 肛 ・e.卿1・ 。c。曜)

3.4Vendor発 議 型OSS事 例mozilla

1998年1月 、NetscapeCo㎜unications社 は 、NetscapeCommunicator5 .0開 発 のための百万 コー ド

以上 に及ぶ ソース コー ド群 の公 開 に踏 み切 り、ユ ーザの 自由 な複製 、配布 、変更 を許可す る に至

った。ユ ーザ に よって変更 、改 良 された ソ フ トウェ ア群 を総括 してmozillaと 愛 称 をつ けて呼 び、

図3.4の よ うな東 映映画怪獣 の ゴジ ラに似 たキ ャラクター を用 意 している。

mozillaの 運 営組織 はmozilla.orgで あ り、基 本 的にNetscapeCo㎜u血cations社 員 が担 当 を してv・る
。

従 来 の レイ アウ トエ ンジ ン(HTMLコ ー ドを解析 し、 ブラ ウザ に表示 させ る機構)を 葬 り去 り、

新 規 に一 年 がか りで小型軽 量 かつ高 速 な次 世代 レイウ トエ ンジ ンであ るGeckoの 共 同開発 を行 っ

たのが最近 の成果 と して有 名であ る。

Netscape社 自 体 で も継 続 してCommunicatorの 開 発 を行 うが、 同時 に世界 中の ボ ラ ンテ ィアが

Communicatorを 改 良 した ソース コー ド群 で あ るmozillaの 中 か ら、良い ものであ る とNetscapeが 評

価判 断 した もの も取 り入 れて、新 た にColnmunicatorの 製 品版 と してイ ンターネ ッ ト上 で無 償配布

す る。 サーバ対応 製品 は有償 版 と して販売 す る計画 であ る。

この場合 、NetscapeCommunications社 は ソース コー ドの全 て を公 開 してい るわけで はな く
、独

自のNPL(NetscapePublicLicense)を 採 用 してい る。NPLと は 、API(ApPlicationProgramming

Interねce)ご とに公 開 と非公 開 を規定 で きる ライセ ンスであ る。例 えば、NetscapeCo㎜u㎡catorで

はSunが 所 有権 を有す るJavaAPIお よび米 国輸 出規 制法 に觝触 す る暗号技術 アル ゴリズ ム部 分の ソ

ー ス コー ドは非 公 開の ま まで あ る
。 そ の後 、 このAPIの 非 公 開の規 定 をな くしたMPL(Mozilla

PublicLicense)が 、mozillaソ ー ス コー ドに採用 されてい る。

この事 例 は、利益 集 中 ・オ ープ ンコ ミュニ テ ィ(PC-OC)型 で ある。 ウェブブ ラウザの供給 元 と

してのNetscapeCo㎜unications(mozilla .orgの 運 営 母体)の 発 議 によって、その発 展の方 向付 けが

な されて運営 され てい ることか ら、Vendor発 議 型 とも呼 び うる。
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図3.4Mozila:オ ープ ン コミュニテ ィ利益集 中(Vendor従 属 型)

Mozilla.Org(NPL)

・Netscapeが ソー ス コー ド総 体

で あ るmozillaを 公 開(1998.4一)

・新 ペ ー ジエ ン ジ ンGeckoを

(公 称 で は)共 同 開発
・M(オzillaの 中 で 良 いSo丘 を

Netscapeが 選 択 し、 ブ ラ ウザ 製

品 と して提 供

・API別 に公 開 ま た は 非 公 開

(出 所:httP=〆 〆㎜.mOz土la,orq)

40SSを 核としたビジネスモデル

ある事業 について事前検討を行った り、事後評価 を行う際に、「その事業のビジネスモデルの構

造とは何か」の分析を行 うことが有効である。本稿で示す ビジネスモデルは、「どの様 な事業活動

をしているか、あるいは将来に向けた事業構想」 を示すモデルであ り、以下の3つ のモ'デルが中

心 になるものである。

・戦略モデル:顧 客に対 して、自社が提供するものは何かを表現するモデル。具体的には、その

事業における、顧客、機能、対象製品、魅力、資源、前提が何かを表現する。

・オペ レーションモデル:戦 略を支えるためのオペ レーションの基本構造 とその前提 を表現する

モデル。

・収益モデル:事 業活動の対価を誰からどうやって得るかとその前提を表現するモデル。

戦略モデルは、オペ レーションモデルに支えられて始めて実現可能となる。戦略モデルとオペ

レーションモデルは、収益モデルに裏づけられなけば 「ビジネス」にはな りえない。

ビジネスモデルは、成立のための前提(コ ンテキス ト)を 持つ。 このコンテキス トの確か らし

さが、該当する事業(ビ ジネス)の 安定性 ・将来性を決定する。場合 によっては、現在の前提

(コンテキス ト)が 将来は成立 しない可能性がある。この場合はビジネスモデルの再構築が必要で

ある。一方、新 しい事業構想 を作成することは、将来 に向けて、仮説的前提 に基づ くビジネスモ

デルを考案することである。

以上の ような視点か ら、3章 で示 したオープンソース ・ソフ トウェア(OSS)コ ミュニティの四分

類をもとに、OSSを 核 としたビジネスモデルについて事例分析 を試みる。
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4.1利 益 分散 ・オー プンコ ミュニテ ィ(PD-OC)型 ビジネ スモデル

利 益分散 ・オープ ンコ ミュニテ ィを核 とした ビジ ネスモ デルの事例 として、RedHat社 を取 りあ

げ る。RedHat社 の ビジネスモ デルは以 下の よ うに示 す こ とがで きる。

表4.1RedHat社 の ビジネスモデル

ビジネスモデル

の種類

戦略モデル

オ ペ レー シ ョン

モデル

収益モデル

ビジネスモデルの内容

顧 客:オ ー プンソース ソ フ トウ ェア(OSS)を 利 用す る一般 ユ ーザお よび

企 業ユ ーザ

機 能:稼 動保 証 され たLinuxOS環 境 とサ ポー トサー ビス の提供

対象 製品 ごR・dH・tLin購R・dH・tP・ ・㎞9・Manag・ ・(RPM)、

魅 力:さ ま ざまなプ ラ ッ トフ ォーム に、誰 で もす ぐにイ ンス トール して稼

動 で きるLinuxOSパ ッケー ジを提供 す る。

資源:ホ ッ トライ ンサポ ニ トス タ ッ齟フ、稼動 試験:環境 、Linuxポ ー タルサ イ

ト

前提:一 般 ユ ーザ また は企 業ユ ーザがRedHatLinuxの 継 続 的利用 を選択 し

てOSSに よる シス テムを構 築す る。

RedHatLin甑 の ための イ ンス トール ウィザ ー ドを開発 す る。RedHatLinux

の バ ージ ョンア ップを円滑 に行 うため の ッー丿レRPMを 開発 し、配布 す る。

ホ ッ トライ ンサー ビス を行 う。Linuxポ ー タル を運営 し、稼 動可能 アプ リケ

ー シ ョンの一覧
、サ ー ビス ベ ンダの一覧 、ユ ーザ ー グル ー プー 覧 を掲 載 、

独 自サーチ エ ンジ ンを配 置 し、 さまざ まなLinuxユ ーザ コ ミュニ テ ィに有 益

な情報 を提供す る。

前提:ア プ リケー シ.ヨンベ ンダー と提携 し、RedHatLinux上 で の商業 アプ

リケー シ ョンの稼動 を検 証 して保証す る。

RedHatLinuxの ラ イセ ンス販売 。顧 客企業 向けの継続的 サポー ト契約金 。

前提:LinUxを 利用 したいが稼動 までの試行錯誤や学習時間を費や した くな
い一般および企業ユーザが多 く存在 し、運用が楽な商業用Linuxに 喜んで対

価を払 う。
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4.2利 益 分散 ・クローズ ドコミュニテ ィ(PD-CC)型 ビ ジネスモ デル

利 益分散 ・クローズ ドコミュニ ティを核 とレた ビジネスモデルの事例 として、SunMicrosystems

社 のJava,Jiniを 取 りあげる。 この ビジネスモデ ルは以 下の ように示 す ことが できる。

表42SunMicrosystems社Java,Jiniの ビジネ スモデ ル

ビジネスモデル

の種類

戦略モデル

オペ レー シ ョン

モデル

収益モデル

ビジネスモデルの内容

顧客:分 散 オブ ジェク ト ・システム を実現す るため にJava,Jiniを 利 用 す る企

業ユ ーザ ー また は研究機 関ユ ーザ 。

機能:Java,Jiniの バ ー ジ ョンア ップ、 開発環境 と互i換性試験:環境 の整備 、教

育サ ービス、 ソリュー シ ョンサ ー ビス

対象製 品:Java仮 想 マ シン(VM)、 ソ フ トウ ェア開発 キ ッ ト(SDK)、 互 換

性試験 キ ッ ト(JavaCompatibili域Kit:JCK)

魅 力:ウ ェ ブブ ラウザ利 用、 ネ ッ トワ、一 ク家電 な どに よる分散 オブ ジェ ク

ト環境 を稼動 マ シン機種 を意識せ ずに開発す るこ とがで きる。

資源:オ ー プン ソース、 クラス ライ ブラ リ、Java仮 想 マ シ ン(VM)、 ウ ェ

ブサ イ ト

前提:Java,Jiniを 利 用 した新市場 の育成 を加速化 す るためにオー プ ンソース

を採用 す る。 オー プ ンソース コ ミュニ テ ィの評価 を得 て、 よ り多 くの プ ロ

グラマの参加 を募 るため に積極 的 な貢献 活動 を行 う。

ウェブサイ ト上でライセンシー登録をするだけで、ソースコー ドを入手 し、

自由にソースレベルでの開発がで きる。派生 して開発 されたバ イナリーコ
ー ドのフリーウェア、または製品を配布するときには、ロイヤリティ支払

義務が生 じる。製品として実装を行 うときには、Sunと の間でサポー ト契約

を結び、JCKを 入手 し、Javaの 互換性を保証する必要がある。

前提:自 社の技術的優位性 と市場 リーダーシップを維持す るためにライセ
ンシー契約 をオープンソースを利用 して事業を行 う企業ユーザ と行い、 さ

らに企業ユーザには、稼動の互i換性を保証 させる。

Java,Jiniを バ イナ リー コー ドと して展 開す ると きの ロブライセ ンス料(製 品

価格 の10%ま た は年 間25万 ドル)に よって対価 を得 る。

前提:ウ ェブブラウザ利用、ネットワーク家電などによる分散オブジェク

ト環;境を実現するために他の選択肢よ りも、JavaとJiniを 利用することに魅

力を感 じる一般ユーザ、企業が多 く存在する。
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4.3利 益 集 中 ・クローズ ドコ ミュニテ ィ(PC-CC)型 ビ ジネ スモデル

利益 集 中 ・クローズ ドコ ミュニテ ィを核 と した ビジネスモ デルの事 例 と して、Apple社 のApple

OSXServerを 取 りあ げる。 この ビジネスモデ ルは以下の ように示 す こ とが で きる。

表4.3AppleOSXServerの ビ ジネスモデル

ビジネスモデル

の種類

戦略モデル

オペ レー シ ョン

モ デル

収益モデル

ビジネスモデルの内容

顧 客:Apple社 製PCサ ー バ対応 ソ フ トウ ェア またはハ ー ドウェ アを開発

す るベ ンダー。Apple社 製PCサ ーバ を利 用す る企i業ユーザ または研 究機 関

ユ ーザ。

機能:ApPleOSXServerのMachマ イ クロカーネル と一部分(ApPleTalkネ

ッ トワー ク ・フ ァイル ・シス テム、HFSフ ァ イル システ ム、 デ ィ レク ト

リ ・サ ー ビス ・ソフ トウ ェア、BSDUNIXイ ン ター フ ェイス、Apacheウ

ェ ブサーバ)を オープ ンソースで提供す る。

対象製 品:AppleOSXServerの 全 バ イナ リー コー ド(製 品版)

魅 力:ソ ース コー ドを参照す る ことによ り、Apple社 製PCサ ー バ に対応 す

るソフ トウェアまたはハ ー ドウェ アを開発 しやす くなる。

資源:オ ープ ンソース 、Apple社 製PCサ ーバ 、 ウェブサ イ ト

前提:AppleOSXServerの カ ーネル と他 の一部分 をオー プンソース とし

て提供 する ことに より、AppleOSXServerの 市 場認知 度 を高め る。 また、

オープ ンソース とす る こ とに よってAppleOSXServerに 対 応 したア プ リ

ケー シ ョン開発 を支援 す ることが で きる。

ApPleOSXServerの カ ーネル と一部 分 をオー フ.ンソース として ウェブサ

イ トか ら配布 す る ことに よ り、Apple社 以 外 の多 数の プロ グラマ に よる ピ

ア レ ビュー、バ グ発 見 、機 能追加 な どの フ ィー ドバ ック を得 る。 しか し

なが ら、 自社 の差 別 化 につ なが る よう な部 分(ユ ーザ イ ンタ フェ ース

(UI))に 関 して は、 オー プンソース に しない。

前提:ソ フ トウェ アで あ るAppleOSXServerの 品 質向上、機i能向上 のた

めにApple社 以 外 のプ ログラマの技術力 を活用 する。

AppleOSXServer上 で 稼動 す るア プ リケ ー シ ョンが 数多 く開発 され、

Apple社 製PCが 市場 で よ り良 く売 れる ことによって対価 を得 る。

前提:ソ フ トウェア ・ベ ンダー また は一 般ユ ーザが積 極 的 にソース コー

ドを入手 して、AppleOSXServerの 機 能向上、 またはア プ リケー シ ョン

を自発 的 に開発 し、提供 す るよ うにな る。顧客 は他OSよ り もAppleOSX

Serverを 利 用 す るため にApple社 製PCサ ー バ を購入す る。
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4,4利 益 集 中 ・オー プンコ ミュニテ ィ(PC-OC)型 ビ ジネスモデル

利 益 集 中 ・ク ロー ズ ドコ ミュニ テ ィ を核 と して ビ ジ ネ ス モ デ ル の事 例 と して 、N6tscape

Communications社 のmozillaを 取 りあ げる。 この ビジネスモ デルは以下 の ように示す ことが で きる。

表4.4mozillaの ビジ ネスモデル

ビジネスモデル

の種類

戦略モデル

オペ レー シ ョ ン

モデル

収益モデル

ビジネスモデルの内容

顧客:ウ ェブアプ リケー シ ョンの開発 を行 う個 人ユーザ または企業ユ ーザ。

攤:NetscapeCo㎜ 皿icatorの 次 期バ ー ジ ョンの もとにな るソー ス コー ド

集合 体(mozilla)を オ ープ ンソー ス と して提供 し、モ ジュー ル別 に開発 管

理 を行 う。

対象製 品:NetscapeCommlmicatorの も とになるmozillaの ソ ース コー ド、分

散 開発支援 ッールのソース コー ド

魅力:mozillaの オ ーフ.ンソース ・コ ミュニテ ィの一員 として、 ウェブブ ラ

ウザ 開発 に参加で きる。

資源:オ ー プ ンソース、バ ー ジ ョン管理 ッール、バ グ管理 ッール、 ウ ェブ

サ イ ト(mozilla.org)、 コ.ミュニ テ ィマ ガジン(mozillaZine)

前 提:オ ー プ ンソース運動 を通 じて市場 認知度 を高 め、外 部の 開発参加 者

を募 るこ とに よって、 ウェブブ ラ ウザ市場 にお けるNetscapeNavigatorの シ

ェア下 降 を食い止 める。

mozillaを 分 散 して共 同 開発 を行 うため の組 織 で あるmozilla.orgを 運 営 し、

モ ジ ュールマ ネー ジャ を任命 してモ ジュー ルご との管 理 を行 う。分散共 同

開発 のための ッール(Bugzilla,Bonsai,Tinderbox)を 開 発 して、 オープ ンソ
ース として提供 す る

。

コ ミュニ テ ィマ ガ ジン と してmozillaZineを 運 営 し、 ニ ュースの 通知、 ボ ラ

ンテ ィア募 集 な どを行 う。最終製 品 と して、mozillaの 中 か ら完成 度 の高い

優れ たモ ジュールを次期NetscapeNavigatorに 組 み込む。

前 提:ウ ェ ブ ブ ラ ウザ の 機 能 向 上 と品 質 向 上 の た め に 、Netscape

CommunicatiOns社 以 外 の プロ グラマ の技 術力 を結 集 させ る組織 体 制 をイ ン

ターネ ッ トを通 じて構 築す る。

mozillaの 機 能 向 上 、 品 質 向 上 に か か る 開 発 費 用 は 、Netscape

Co㎜ 皿ica廿ons社 以 外 か らの参加者 に対 しては無償 であ る。

前提:ボ ラ ンテ ィア と して各OSに 精 通 した開発者 がmozilla.orgに 自主 的 に

参加 す る。mozillaを 利 用 した派 生 ソ フ トウ ェアが 数多 く開発 され る。定 期

的 にNetscapeCommunicatorにmozillaの 成 果 が組 み込 まれ る。
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4.5オ ー プンソース は うま く働 くかlmozilla.orgか らの辞職 と追悍

4章 で は、オーフ.ンソース ・ソフ トウェア(OSS)を 核 と した ビジネスモデルの四分類 を示 した。

しか し、 ここで疑 問が生 じる。 そ もそ もオー プ ンソース は 、必ず うま く行 くものなの だ ろ うか。

これ は今 の所 は よ くわか らない とい うのが、正直 な所で あ ろう。Linuxの コ ミュニ テ ィを核 とす る

ビジネス は現 在 の所 うま くい ってい る。IDC調 査 に よれば、1998年 に世界 中で販売 されたサ ーバ

の17%がLinhxをOSと して採用 して い る。2003年 まで に は、17%か ら24%に シ ェ アが拡大 す る と

Dataquestは1999年7月 に予測 を発 表 してい る。す なわ ち、 利益 分散 ・オープ ンコ ミュニテ ィを核

と した ビジネスモ デルは うま くい ってい るようである。

前章 のオー プンソースの ビジネス モデルで取 り上 げたSunのJava,Jiniそ してAppleOSXServerに

して も今 年1999年 か ら開始 された ものであ る。「まだ良否 の結論 を出す のは早計で あ ろう。す でに

開始か ら1年 が経 ったmozillaで もオ ープ ンソース運 動 は継続 してい る。 しか しなが ら、mozilla.org

の 中 心人物 で あったJamieZawinski氏 は 、1999年3月31日 にNetscapeCommunications社 を 離れ、 そ

の 日に彼 のホ ームペ ージにmozillaの 内部 告発 ともいえる よ うな手記 を発 表 した。

Zawinski氏 の 「辞職 と追悍 」(1999)の 要 約 を以下 に示 す(全 訳 は参考文献[7]URLを 参 照)。

・mozillaは 、 最初 か ら百万 コー ド以 上の大規 模 プ ログラム だった。 い きな り、最初 か ら何 をすべ

きか を理解 す るのは至難 な技 だ った。

・最初 に開放 した ソース コー ドは
、稼 動す るプ ログラム とは ほ ど遠 い 出来の代 物 だ った。は っ き

りい えばクズ だった。

・レイアウ トエ ンジ ンの書 き替 えを しな くてはな らなか った。

・mozilla .orgがnetscape.comで は ない とい う ことを納 得 して もらうため に多大 な時 間 を費 や して格

闘す る羽 目となった。

・外部 か らの ソース コー ド開発の ための協 力 を得 るこ とは結 局 は うま くいかなか った
。 開発 者 の

ほ とん どはNetscape社 員 だった。

・mozilla開 始 か ら1年 経過 して もベ ー タ版 さえ出荷 で きて いない
。

・エ ン ドユ ーザ向 けソ フ トウェァ(mozillaを 組 み込 んだNetscapeCo㎜unicator)の 出 荷 まで まだ

まだい たって いない。

・ 「オー プ ンソース とい う魔 法 の妖 精 の粉 をふ りか けて
、 すべ てが魔法 の ように うま く行 くな ど

とい うことは ない、 とい うことだ。 ソフ トウェ アは難 しい のだ。 問題 はそんな に簡 単 な もの じゃ

ない」

第1章 で記載 した ように、 これ までは 「オープ ンソース と してのエ ン ドユ ーザ アプ リケー シ ョン

は うま くい ってい ない(Behlendorf,1999)」 とい う経験則 があ る。エ ン ドユ ーザ のニーズ とプログ

ラマ のニ ーズ は異 なる とい うこ とが原 因で う ま くい か ない と推測 す るこ とはで きるが、 これ もま

だ よ くわか らない といわ ざるを得 ない。

50SSを 支える機関と理念

オー プ ンソース は、イ ンターネ ッ トを通 じて配布 され る とい うの が通常で ある。 イ ンターネ ッ

トの存 在 があ って は じめて、 オー プ ンソース と して世 界 中 にほ とん ど無償で短時 間 に配 布す る こ

とが で きる。Inte士netSociety理 事 であ るScotBradnerは 、"OpenSourceSo伽are"(1999)の 中 で、 「オ
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一 プンス タンダー ド、 オー プン ドキ ュメ ン ト、 オー プ ンソースはパ ー トナ ー関係 にあ る」 と喝破

してい る。彼 はイ ンターネ ッ トを以下の ように特徴 づけ ている。1

・イ ンターネ ッ トは一企 業 を儲 け させ るために存在 してい ない。

・イ ンターネ ッ トは個 人の参加 を可 能 とす るためのオー プ ンス タンダー ドの集積 で ある。

・イ ンターネ ッ トは、オー プン ソースベ ンチ ャーの草分 け的存 在 と見 なす ことがで きる。

・イン ターネ ッ トはオープ ンス タンダー ドを遵守 す る こ とで、大勢 の プログ ラマ が イ ンターネ ッ

ト用 アプ リケーシ ョンを開発す る土壌 となっている。

・インターネ ッ トの爆 発的成長 は、 オープ ンス タンダー ドの可能性 と魅力 を示 してい る。

イン ターネ ッ トの標準化 を行 う団体 は、1986年1月 に設立 され たIETF(lntemetEnghleeringTask

Force)で あ る。国際的非営利組織 であ るIntemetSociety(IS)がIETFに お ける標準化 活動 に法 的保護

を与 え、関連活動 に資 金 を提供 している(ISは そ の ため に1992年1月 に設立 された)。IETFは 法 人

で はな く、 ボ ランテ ィア活動 を展開 してい る団体で あ る。 しか しなが らイ ンター ネ ッ ト基本技術

の標準 化活動 を行 ってお り、 ル ーテ ィング、ア ドレス管 理、 トランスポー ト、 セ キュ リテ ィな ど

110を 超 えるWorkingGroupが あ る。IETFは 完 全 な オー プンコ ミュニ テ ィであ り、誰 で も参加 が可

能 であ る。 また、IETFが 作 成 した文書 は誰 で もイン ターネ ッ トか ら入手が で き、複 製や再 配布 も

で きる。 まさにオープ ン ドキ ュメン トを実現 してい る。

IETFは オ ープ ンソース を根幹 で支 える団体 であ るとい うこ とがで きるだ ろう。

5.10penSourceInitiative(OSI)

OpenSourceInitiative(OSI)は 、 オー プンソース宣言 ともい える論 文 「伽藍 とバ ザ ール(Cathedral

andBazzar)」(1998)の 作 者 であ るEricS.Raymondを 中 心 にオー プンソース運動 の推 進組織 と して

1998年12月 に設立 され た。OSIで はOSSの 定 義(OpenSourceDefinitioh:OSD)、OSSの 認 定 を行い、

オー プ ンソース とい う商標 を管 理す る非営利法 人で あ る(現 会 長 はEricS.Raymond>。 ま た、OSS

認 定 ソ フ トウェアの一覧 、関連文書 の掲載 を見 れる ウェ ブサ イ トの運 営 も行 って いる。OSDと は

次 の10項 目か ら成 る。

■ オープ ンソースの定義(OSD)

1再 配 布の 自由:無 償 でユ ーザ は ソフ トウェアを複 製 し、 自由 に販売 した り、譲渡で きる。

2.ソ ー ス コー ド:ソ フ トウェアを配布 す る ときに ソース コー ドも一緒 に配布 する。

3派 生 ソフ トウェア:原 ソ フ トウェ アか ら(そ の部分 を取 り込 ん だ〉派生 ソフ トウェア を作成 す

る こ とがで きる。 ただ し、原 ソ フ トウェ ア と派 生 ソ フ トウェアの ライセ ンス条件 は、 同 じであ る

必要 はない。

4.原 作 者の ソース コー ドとの統合性:原 ソフ トウェ ア と、 コ ンパ イル時 に ソース コー ドを変更 す

るパ ッチ フ ァイル を分 けて配布 す る。原 ソ フ トウェア の ライセ ンス は派 生 ソフ トウェア に、原 ソ

フ トウェア と異 なる名称 またはバ ージ ョン番 号の付与 を義務づ ける ことがで きる。

5.個 人 も し くは 団体 に対す る差 別の禁止:ラ イセ ンス で はいか なる個人 も しくは団体 を差別 して

は な らない。

6.使 用 分野 に対す る差別 の禁止:ラ イセ ンスは、特 定 分野 での プロ グラムの利用 を制 限 して はな

らない。

7.ラ イ セ ンスの継承:原 ソフ トウェアの ライセ ンス は、再配 布 された者 に も適用 され なければ な
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らない。再 配布す る者が ライセ ンス条項 を追加す る ことはで きない。

8.特 定 の製 品 に固有 なライセ ンスの禁 止:オ ープ ンソース ソ フ トウ ェアは、特定 の ソフ トウェ ア

パ ッケ ージ に含 まれ るこ とを(制 約)条 件 と してはな らない。

9.他 ソ フ トウェアに対 す る干渉 の禁止:オ ー プ ンソース プロ グラム(ソ フ トウェ ア)が 含 まれ る

ー媒体(CD -ROMな ど)に 一緒 に含 まれ る別 フ.ログラム にオー プンソースで なけれ ばな らない と主

張 してはな らない。

10.オ ー プ ン ソー スの定 義 に合致 してい る ライ セ ンス例:GNUGPL,MPLな どが合 致 して い る。

(注 ※:Raymondは 、APSLも オ ー プンソース の定義 に合 致 している とコメン トしてい る)

こ のOSDは 、RichardM.Stallmanが1983年 に 開始 したGNUプ ロ ジェ ク ト、 そ して1984年 に 設立

したFreeSo伽areFo㎜dation(FSF)を 通 じて作 成 したGNUGPL(GeneralPublicLicense)の 発 想 を大

き く取 り入 れ ているが、Stallmanが 常 に主張す る 「自由、 コ ミュニ ティ、協働 か らなる理想社 会の

実現 のた めに、 ソフ トウェ アそ の ものが 自由 であ るべ き」 とい う宗教 心 に近 い信条 は ほ とん どう

かが うこ とはで きない条項 にな って いる。Raymondた ち は、FSFが10年 た って も完成 で きなか っ

た フ リー なOSの 開発 に成功 したLinuxを ソ フ トウ ェア ビジネスの世界 に受 けれ られるた めに、あ

えて フリー ソフ トウ ェア とい う言 葉 を避 け、 オー プ ンソース とい う言葉 を造 語 して、 オープ ンソ

ース とい う言葉 のマーケ ティ ング活動
、 その啓i蒙 と普及 に務 めてい る。mozilla誕 生 の きっか けは、

Raymondの 「伽 藍 とバザ ール」で あ った とNetscapeCommunicator社CEOで あ ったJimBarksdaleが

当 時 の声 明 で述 べ てい る。 また、SunJavaやAppleOSXServerの オ ー プ ン ソース に 関 して も

Raymondが 大 きな役割 を陰 で果 た してい る。現在 、有名 なOSSで あ るApache(全 世 界 ウェブサー

バ稼 動 シ ェア54.89%)、Perl(ウ ェ ブ用 ス ク リフ.ト言語)、BIND(ド メ イ ンネ ーム管理 サーバ)、

SendMail(メ ー ル管理 サ ーバ)そ してLinux(オ ペ レー テ ィ ングシス テ ム)がOSIに よ るOpen

SourceDefinition(OSD)に 賛 同 してい る。

5.2オ ープンソースを支える理念とそのパワー

オープンソースの対極にあるのが特許権であろう。米国における特許権においては、装置特許

の他 に方式特許 として、 さまざまな機能なアルゴリズムを20年 間に渡 り、非公開にすることによ

って利益を独 占することがで きる。 しか しなが ら、インターネットの爆発的発展には、このよう

な特許権が存在せず、オーフ.ンスタンダー ド、オープン ドキュメント、そしてオープンソースが

重要な役割を果た してきた。では、オープンソースはなぜ重要なのだろうか。4章 で示 したオープ

ンソース事例のビジネスモデル分析から、オープンソースによる協働の理念を以下の ようにあげ

ることがで きる。

・ソース コ}ド の公開と共有にもとついたコミュニティが形成 され、 コミュニティ全体の創造性

に貢献できる。

・ソースコー ドの共有を通 じて、お互いの成果を活用することができる。

・お互いのソースコー ドを結集させて、 さらに大 きなプロジェク トを発足 させることがで きる。

・ソースコー ドの公開と共有か ら主要な開発者がいな くなっても、他のプログラマが作業を引 き

継 ぐことができる。

そ して、オープンソースがビジネスにもた らすパワー として以下をあげることができる。

・オープンソースは、何かを統一する圧力を生み出す元 となる。

・共通の価値基準であるオープンス タンダー ドを満たすことができる。
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・オー プンス タン ダー ドを阻害 し、独 占的寡 占を 目論 む ような知 的所有権 の障壁 を排 除す る こ と

がで きる。

・通信用 プロ トコルやAPI(ApplicationProgra㎜erInter魚ce)の た めの プラ ッ トフ ォーム として、業

界 全体 としての技術標準、評価 基準の意味付 けを持つ こ とがで きる。

・オ ープ ンソース はよ り多 くの多様性 を生 み出す。

OSSを 核 と した ビジネスモデ ル とは、 これ らのオ ープ ンソース に よる協働 の理念 、 そ してオ ー

プ ンソー スが もた らす パ ワーを どの ように、戦略 モデル、 オペ レー シ ョンモ デル、収益 モ デル に

組 み込 んで活用 してい くかを構 想す るこ とになる。

5.30SSの 発 展サ イクル

OSSは どの ように発 展 してい くのだろ うか。例 えば、mozillaで 開 発 され た次世代 レイアウ トエ

ンジ ンを採用 した新 しいウ ェブブ ラウザ は、すで にNeoplanet社 で 開発 され てい る。 少 な くと も、

mozillaの ソ ース コー ドは、NetscapeCommunications社 が 消滅 して も、別の プロ グラマの手 に よっ

て開発維 持 されて い くこ とがで きる ようにな った。 別 の製 品 ライ フサ イ クル に至 る ようにな った

と もい える。

オープ ンソースであるGNU開 発 ッール を各マ シンで稼 動可能 な ように移植 してGNUToolkitPro

と して販 売 しているCygnosSolutions社 のMicbaelTiema㎜ は、℃penSourceSoftware"(1999)の 中 で

OSSの 発 展 の ライフサイ クル は、図5.3の よ うになるだ ろ うと述べ てい る。OSSの 発 展 サ イ クルが

成 り立つ 「営利 事業」 の ビジネスモ デルについ て次章 で述べ たい。

図5.3オ ープンソースソフ トウェアの発展サイクル

オー プンソー ス ・ソフト

ウエア(◎ss}が 発 展 す る

ユーザ ・コミュニティが

つきつける技術面・ビジネス

面の課題をうまく解決する

インターネット・コミュニティ

から最大限の協力を引き出せる

形で技術力を伸ばす

MichaelTi㎝a呱'DpenSouエces"(1タ99)の 文 章 を もとに 変 更 し 、作 成
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60SSに 関連 した 「営利事業」のビジネスモデル(魔 法のおなべモデル)

Raymond(1999)は 、 論 文 「魔法 のお なべ(TheMagicCauldron)」 の 中で オー プンソース に関

連 した ビジネスモ デル として9種 類 をあげてい る。その 中で、非営利 モデル と しての利用価 値創 出

モデ ル、営 利 モ デル と しての間接 的販売価 値 モデル を提起 してい る。そ のモ デルは、以下 の よう

な もので ある。

□利 用価値創 出モ デル(非 営 利モ デル)

・コス ト分散 型:例)ウ ェ ブサ ーバOSSで あ るApache(1999年6月 の ウェブサーバ市 場 シェ アは

61%)を 採 用 し、Apacheグ ル ープに参加.し てお互い に助 け合 う。

・リス ク分散型:例)CiscoSystems社 で 内部 開発 した プ リンタスプ ーラプ ログラム をオー プンソ

ース にす るこ とによって販売価 値 は失 ったが
、複 数社 に渡 る開発 者 を育成 で き、 自社 の開発 者消

失 とい う多大 な リス ク回避 がで きた。

■ 間接 的販 売価値モ デル(営 利モ デル)

・リー ダー消 失/市 場確保型:例)NetscapeCo㎜ 皿ications社1ま
、1998年3月 にmozillaを オ ー プン

ソース にす る ことによって、MicrosoftIntemetExplorer(IE)の 寡 占化 を食い止 めた。1998年11月 に

はIEか ら ウェブブラ ウザ市場 シェア を奪回 した。

・ハ ー ドウェア に上乗せ型:例)Apple社 はAppleOSXServerを オ ープ ンソース し
、 自社製 品 に対

して劇 的 に大規模 な開発者 プごル を得 られ る。顧客 であ る技術 者が多 大 な時 間 をオープ ンソース

に費 やす ため に、他環境以上 の顧 客 ロイヤ リテ ィを獲 得 で きる。

・献 立表献上 して食堂 を開設型:例)CygnosやRedHatの よ うに
、OSSを 組 み立 て、試験:してOSS

を提 供す るが 、 さ らに付 加価値 と して インス トレー シ ョン、継 続 的サポ ー ト、 ソリュー シ ョンの

サ ー ビス市場 を展開す る。

・ア クセサ リー販売:例)0'Reilley社 は 著名 なプログ ラマ(Hacker(真 の プログ ラマ))を 雇 い入

れ また は支援 しなが ら、多 数の オープ ンソよ ス関連書籍や グ ッズ を販売 している。

・現在 販売 に未来無償 型:例)Sendmail社 は 開発 したsendmailProを 販 売 す るが
、一 年前のバ ー ジ

ョンのsendmailProは 、OSSと して無償 で提供 する。

・ソフ トをフ リーにブ ラン ド販 売型:思 索 的 なモデ ルであ り、現実 には存在 しない。例)ソ フ ト

ウェ ア技術 をオ ープ ンソー ス と して試験手 順 と互換 性基 準 を明示 す る。実装後 の製 品が他の 認証

ブ ラ ン ド製 品 と互 換 性 を もつ こ と を保 証 す る認 証 ブ ラ ン ドを、 ユ ー ザ に販 売 す る 。Sun

Microsystems社 のJava,Jiniに 適 用可 能であ る。

・ソフ トをフ リーに コンテ ンッ販売 型:思 索 的なモ デルで あ り
、現 実 には存在 しない。例)あ ら

ゆ る ソ フ トウ ェ ア をオ ー プ ンソ ー ス に して コ ン テ ン ッ利 用 の た め の登 録 申込 み料 金 を得 る。

Hackerが プ ラ ッ トフォーム移植 、 さ まざまな ツールを開発す る。AmericaOnline(AOL)に 適 用 可能

で あ る。

本稿で提唱 したOSSコ ミュニティの4分 類 を核 としたビジネスモデルとRaymondの 提唱 した9種

類のビジネスモデルとは、以下のような対応付 けをすることがで きるが、厳密に一対一対応 とい

う訳ではない。

・利益分散 ・オープンコミュニティ型 〈一〉 献立表献上 して食堂を開設型

・利益分散 ・クローズ ドコミュニティ型 〈一〉 ソフ トをフリーにブランド販売型
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・利益 集中 ・クローズ ドコ ミュニテ ィ型 〈 一〉 ハ ー ドウェア に上乗せ型

・利益 集中 ・オープ ンコミュニテ ィ型 〈 一〉 リー ダー消 失/市 場確保型

Raymondの 提唱 した9種 類のビジネスモデルは、本稿で示 したビジネスモデルの中の収益モデル

に重点を置いているように見える。 しかし、収益モデルとして、Raymondの 提唱 した9種 類の ビジ

ネスモデルは重複する分野があり、整合性が高い分類 とはいえない。

Raymondは 冒頭で述べているだけでその後の論理的展開は行っていないが、この論文の魅力は、

オープンソースを 「オープンコミュニティ」 という火 にかけて煮詰めればそこから、 さまざまな

ビジネスモデルが派生 して くるとした比喩にあるのではないか と思われる。この 「魔法のお鍋モ

デル」は、図6の ように図示することがで きる。 しか しながら、「美味 しい」オープンソースの煮

込み方 という調理法(具 の分量、やっていい こと、やるべ き手川頁)が 記載されている訳ではない。

気がついていたら、グッグッと煮立って、泡が吹 きこぼれているという結果について述べている

に過ぎない。

"

オ ープ ンソー スの オペ レー テ ィング シス テム(OS)Linuxに 派 生 した ビジネス が活発 で あ る。

またた く問 に、Micros祓WindowsNTに 対 抗 で きる存在 に まで成長 しつ つあ る。Linuxの 魅 力 とは、

基本 的 に無償 であ るこ と、動作 が非常 に軽 快で 旧式PC上 で も稼動 で きるこ と、極 めて安定 してい

る こ と、 コ ミュ ニ テ ィにお け るサ ポ ー トが 充実 して い る こ とが あ げ られ る。 これ に反 して 、

MicrosoftWindowsNTは こ とご と く相 反す る特性 をもってい る。そ れに も関 わ らず、 なぜ今 まで

Windowsま た はMicroso丘 の 天下 といわれて きたのか。 これは単 に、FSFのGPLか ら脈 々 と受 け継 が

れてい くフリーウ ェア とい う主 題が邪魔 を して、 ビジネス として責任 の所在 を技 術的 にも商業 的
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に も明確 化す る主体 が存在 しえ なか ったか らだ と思 われる。EricRaymondた ち の とった オープ ン

ソース運動 は、 これ までの ビジネス と して受入 れが難 しいか った、FSFに よ るGNUGPLの 悪 しき

宗教的呪縛 を断 ち切 った もの と して評価 され よう。

Linuxの 派 生 ビジネス として は以下 の ものが あげ られ る。

・Linuxの 稼 動保証 済みバ ージ ョンを有料 で配布す る
。

・Linux上 で 稼動可 能 な商用 アプ リケー シ ョンを有料 で配布 する
。

・LhlUXを 搭 載 したハー ドウェア を含 む シス テム を販売す る。

・シス テム ・インテグ レー シ ョンのサ ー ビス を提供 す る
。

・継続的保守 サ ポー ト契約 を行 う
。

・Linuxの 教 育
、 トレーニ ングサ ー ビス を提供 す る。

具体的 には、商用 ア プ リケー シ ョンが対象 とす る範囲 の全 てが、Linuxの 派 生 ビジネスの範 囲 と

見なす こ とが で きるだろ う。すで にRedHat社 は 、RedHatLinuxを 百 万本以上 出荷 してい る。 ほ と

ん どの アプ リケー シ ョン ・ベ ンダー もRedHatLinuxを 代 表 とす る商業 的 に配布 されるLinuxと の互

換性 を保証 してい る。

Linuxの 派 生 ビジネスが、今 まで の商用 アプ リケー シ ョン(Microso實Windowsな ど)と 異 なるの

は、その 中心 に位置 す るの は、確 固 たる戦 略 を もったハ イテク企 業 なのでは な く、LinUXの コ ミュ

ニテ ィであ る とい うことである。つ ま り、企 業 と しての戦 略的展 開 を全体 と して設計す る主体 は

存在 しない。Microso丘 社 会 長BillGatesの よ うな確 固たる指導者(ま た は支配者)は 存在 しない の

で あ る。つ ま り、LinUXか ら派 生 す る ビ ジ ネス を行 う主体 は収 益 確 保手 段 を策定 す る一方 で、

Linuxコ ミュニ テ ィとどの ような関係 を もつ か、つ ま りLinuxコ ミュニ テ ィに対 して どう貢献 活動

を行 うのか を考 える ことを強い られ る。 また、一企 業、 あるい は企 業人 として だけで はな く、 コ

ミュニ テ ィへ の参加者 と して常 に雄弁 とな らざる を得 ない。 コ ミュニ テ ィとの コ ミュニケ ー シ ョ

ン をい かに維持 しなが らオープ ンソース を核 と した価 値付加 活動 として の ビジネス を行 ってい く

のかが問われ る ことになるのであ る。

図7オ ープンコミュニテ ィを中心 としたサプライチェーン
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8お わ りに 「

本稿では、オープンソリスソフ トウェア(oSS)コ ミュニティをメンバーの特性 と利益享受す

る主体の二つの軸で分類 を行い、各分類のコミュニティを核 と'したビジネスの可能性 をビジネス

モデルの視点で分析 した。「オープンコミュニティ ・利益分散型」のOSSを 核 としたビジネスモデ

ルはLinuxの 事例で示 したように実績があり、成功 しつつある。現在の所、他のビジネスモデルは

成功または失敗するビジネスモデル と.早計に判断はで きないが、オープンソースによる効果 を十

分発揮できるのかどうか疑問視する見方 もある。「

本研究の今後の課題 として以下の検討を行ってい きたい。

・ 「利益分散オープンコミュニティ(PD-OC)型 ビジネスモデル」以外のオープンソースコミュニテ

イの可能性

・産業の発展(多 様化)の 視点から見たオープンソースの可能性

・成功するオープンコミュニティの発展メカニズム

・ソス トウェア以外の技術 と産業発展にオープンソースの手法が果たし得 る可能性

〈謝辞 〉 本稿の図7は 、筆者の一人(根 来龍之)の 授業時に豊田敬子氏か ら提出 された図か ら

示唆を受けて作図 したものである。記 して感謝 したい。
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